
《本明川》昭和３２年７月の諫早大水害から６０年
～災害の記憶や教訓を語り継ぎ、地域防災の新たなステージへ～

・昭和３２年７月の諫早大水害（死者・行方不明者６３０名）から６０年。
・災害の記憶や教訓を語り継ぎ、地域の方々とともに防災や減災について考えることにより、
地域防災力の向上に資するため、協議会の主催のもと『本明川防災・減災フォーラム』を開催。

・大水害の翌年から開催している『諫早・万灯川まつり』では、商工会議所等が主催で大水害を
ふりかえり、多くの市民に防災の必要性について知っていただきました。

本明川防災・減災フォーラム

■ 開催日時 平成29年7月23日（日） 13:00～16:50
■ 実施場所 諫早文化会館
■ 主 催 本明川流域減災対策協議会
■ 実施内容 基調講演、体験者談、ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ等
■ 参 加 者 １，２００名

諫早・万灯川まつり（第６０回）

基調講演 諫早大水害体験者談

（一財）水源地環境センター
森北理事長

水害体験者 田河氏

パネルディスカッション
「地域防災力の強化による災害に強いまちづくり」

長崎ｳｴｽﾚﾔﾝ大学
佐藤学長

宮本
諫早市長

諫早自治会連合会古
賀会長

本明川を語る会
中野会長

NPOとしょかん広場
野田事務局長

九州地方整備局
竹島河川部長

河川整備・減災取組報告

「諫早大水害から60年
～防災・減災の新たなステージ～」

長崎河川国道事務所垣原事務所長
斉唱

式典状況 諫早・万灯川まつり

「本明川に捧ぐ」

■ 開催日時 平成29年7月25日（火） 20:00～21:00
■ 実施場所 本明川河川敷

水害×現代美術＋防災展

■ 開催期間 平成29年7月1日～31日
■ 実施場所 諫早市美術・歴史館

壁新聞コンクール
諫早市の小学生を対象に諫早大水害や諫早の自然な
どについて新聞を作ってもらい、防災についてより
身近に感じるよう、イベントを開催。
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